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:  は  し め に

小麦後作の不耕起播き大豆については,第 4報で出芽特

性を,第 5報では一般的生育特性を報告 し,更に等 6報で

は土壌の種類と生育の関係について報告した。

本報では,既報で報告した不耕起播き大豆の特性をふま

えながら,不耕起播きで多収を得るための技術について報

告する。

2試 験 方 法

(D 基本耕種法

供試品種には,シ ロセンナリ(昭和59～ 61年 )と ホウレ

イ(62年 )を用いた。播種は,昭和59年 7月 16日 ,60年 7

月 9日 ,61年 7月 8日 ,62年 7月 1日 に行った。栽植密度

は,59,60年 が σ当たり2,800本 ,61年が3,000本 ,62年

は2,600本で実施した。基肥は側条施肥とし,α 当たり59,

60年 が窒素03″ ,燐酸 12″ ,加里 12″ , 61,62年
は窒素02″ ,燐酸08″ ,加里 0_8″ を施用 した。

12)試験項目と内容

1)基肥窒素の施用量 (60年 )

基肥窒素量をα当たり0,015,00,06,09,12″
とし,比較倹討した。燐酸,加里については,各区とも各々

α当たり06″ としたが,窒素 o″区については無施用

(無肥料区 )と した。施肥時期は,第 1回中耕時 (初生葉

展開時 )と した。

2)基肥の施用時期 (59,60年 )

施肥時期について,播種時と第 1回中耕時とで比較検討

した。

3)基肥に対する緩効性窒素肥料の加用効果 (61年 ,

62年 )

化成肥料 (5-20-20,窒 素成分で02″ /α )に コー

ティング尿素 (LPコ ー ト70)を α当たり02,04,06,
08″ 加え,その効果を検討 した。施肥法は,播種時に側

条溝施肥とした。

4)窒素の追肥効果 (59～ 60年 )

59,60年 は,硫安を用い,窒素06″ /α で追肥効果を

検討 した。 61,62年 にはコーテング尿素 (LPコ ー ト40,

70)及び硫安を用い,窒素追肥量を02,04,06,08
″ノクの 4水準で検討 した。

5)中耕培上の回数 (61,62年 )

1回区 (61年 3葉期,62年初生葉展開時 ), 2回区 (初

生葉展開時+3葉期 ),3回 区 (初生葉展開時+3葉期+

5葉期 )で比較検討した。なお,初生葉展開時は中耕のみ

とした。

3 試験結果及び考察

に)基肥窒素の施用量

窒素0″区では,他の区に比べ生育 ,収量とも劣ったが
,

窒素0_15～ 1.2″ の区では生育収量に差はみられなかった。

したがって,基肥窒素の施用量としては, α当たり02～

03″ の慣行施用量で十分であると考える。

表 1 基肥窒素の施肥量と生育収量
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(21 基肥の施用時期

生育の面では播種時施肥 ,第 1回 中耕時施肥間に差はほ

とんどみられなかった。収量は,60年の結果では差はみら

れなかったが,59年の場合は第 1回 中耕時施肥の方が播種

時施肥より6%程度多収であった。

以上の結果か ら,播種時施肥と第 1回中耕時施肥間での

生育収量に対する差は小さいものと思われるが ,多収を得

る上では,播種時施肥より第 1回 中耕時施肥の方が,よ り

適するものと考える。

13)基肥に対する緩効性窒素肥料の加用効果

コーティング尿素を基肥に加用することで生育量が増加

することを認めた。また,収量的にも増収効果が認められ
,

特にα当たり06～ 08″ の水準で安定 した効果が得 られ

た。しかし,増収程度は 5%前後で少なく,経済効果は小

注 収量比 100の実測値 :257″ /α
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表 2 コーティング尿素の基肥加用効果

62年 9月 9日 調査
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325″ /α

さいものと思われる。

(4}窒素追肥の効果

いずれの肥料でも追肥により生育量が増加 し,増収する

ことを認めた。追肥量としては,各肥料 ともα当たり06

～08″で増収効果が高かった。肥料間の比較では ,コ ー

ティング尿素の40日 タイプ (LPコ ート40)の増収効果が

最も高かった。

以上の結果から,窒素の追肥についてはコーティング尿

素 (LPコ ート40)を用い,追肥量としては `当
たり06

～08″が多収を得る上で最も適するものと考える。
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15)中耕培上の回数

中耕培± 1回区の生育収量は,明 らかに2,0回区より

劣った。これは,不耕起栽培の場合 ,中耕培上 1回程度で

は土壌が十分に膨軟にならず,根の伸長が不十分であった

ためと推察される。また,3回区では,62年 は 2回区とは

ぼ同程度であったが,61年 については劣った。61年の減収

原因については,こ の年の 3回 目の中耕培土が土壌水分の

不足した中で行われており,こ のことから干害によるもの

と考える。

小麦後作での大豆の不耕起栽培における中耕培土の回数

としては,以上の結果から2回で十分と考えるが,なお実

表3 中耕培上の回数と生育収量

注 収量比 100の実測値 :61年 -345″ /α ,62年一

328″ /α

図 l N追肥肥料の種類及び量と収量に対する効果

9月 8日茎礫叢重 (θ/ガ )

図2 茎葉乾物生産量と子実重 (61年 )

施に当たっては,梅雨後で土壌水分が不足しがちな時期で

あるため,干害に留意して実施する必要がある。

4 ま

小麦後作の不耕起播き大豆で多収を得るためには,図 2

に示すように生育量の増加を図る必要があるが ,そ のため

にはヨーティング尿素による窒素の追肥及び 2日程度の中

耕培土の実施,更には基肥の施用時期を第 1回 中耕培土時

にするなどの点に特に留意する必要がある。
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